
救 急 編 
令和 3年上半期の救急概要 

 竹田市消防本部の令和 3 年上半期（1月 1日～6 月 30 日）の出場件数は 639 件、1 日の

平均出場件数は 3.6 件である。出場件数 16.8％増、搬送人員数 16.4％増となっている。

令和元年上半期は 747 件であり令和 2 年上半期は 547 件と出場件数が 200 件減少したが、

新型コロナウィルスに伴う緊急事態宣言発令及び外出自粛の影響と考えられる。令和 2年

上半期と本年上半期を比べると 92 件増加となっている。また、例年年齢区分別搬送人員

の 70％台で推移していた老人の割合が約 80％を超え、高齢化率の高さを表す数値となっ

ている。 

 竹田市消防本部管轄内医療機関への搬送件数は 379 件で収容率は約 63.1％である。管轄

外医療機関への搬送件数は 222 件で収容率は約 36.9％である。管轄外医療機関への搬送は

昨年上半期より 44 件増加している。 

 １１９番受理時または傷病者接触時において、重症度と緊急度から、傷病者に対する早

期医療介入が必要と判断した場合は、大分大学医学部附属病院及び大分ＤＭＡＴ指定病院

に医師派遣要請を行っている。 

 救急救命士による救急救命処置においては、電気ショックが 2件増加、気管挿管が 4件

増加、血糖測定は増減なし、静脈路確保件数が 7 件減少、薬剤投与が 2 件増加している。

令和 3年度から全救急隊に気管挿管及びビデオ喉頭鏡認定救命士が同乗している。新型コ

ロナウイルス感染症に伴うエアロゾルの観点から積極的に気管挿管を実施しているため

コンビチューブ・ＬＴによる気道確保は 0件である。 

 救急救命士の行った心肺停止傷病者等への救急救命処置は、豊肥地区事後検証会で事後

検証医の検証を受け、推奨症例や改善策を共有することで救急・救助現場での円滑な活動

へ繋がっている。 

 救命率向上のため救急講習を実施しているが、新型コロナウィルス拡大を懸念して救急

講習を中断した期間があった。昨年上半期同様に資格取得に伴う講習に制限したため、受

講者数は少なくなっている。県内での感染者数減少に伴い、7 月から救急講習を再開して

いる。 

 

1．地域別出場件数 

単位：件 

 急病 
交通 

事故 

一般 

負傷 
その他 

令和  

3 年 

上半期 

令和  

2 年 

上半期 

前年 

比較 

竹田市 

竹田 206 18 60 101 385 343 42 

荻 46 0 17 4 67 56 11 

久住 77 7 24 26 134 100 34 

直入 20 5 11 16 52 47 5 

計 349 30 112 147 638 546 92 

管轄外 1 0 0 0 1 1 0 

合  計 350 30 112 147 639 547 92 



 

※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 

 

※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 

 

2．出場状況 

  令和 3年 

上半期 

令和 2年 

上半期 
対前年比（率） 備考 

出場件数 639 件 547 件 
92 件 1 日平均出場件数 

（16.8％増） 3.6 件 

搬送人員 604 人 519 人 
85 人 不搬送件数 

（16.4％増） 38 件 

 



3．年齢区分別搬送人員 

年齢区分 新生児 乳幼児 少年 成人 老人 計 

搬送人員 0 人 10 人 13 人 89 人 492 人 604 人 

率 0.0% 1.7% 2.2% 14.7% 81.5% 100.0% 

 

 

※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 

 

 

 

4．現場到着所要時間別出場件数 

  

3 分未満 
3 分以上 5 分以上 10 分以上 

20 分以上 
現場到着 

平均所要時間 5 分未満 10 分未満 20 分未満 

令和 3 年上半期 4 件 38 件 296 件 219 件 82 件 
11.01 分  

（11 分 06 秒） 

 
 
5．管轄外搬送件数 

  管轄外搬送件数 前年対比 

令和 3年上半期 222 件（うち転院搬送 104 件） 
44 件（24.7％増） 

令和 2年上半期 178 件（うち転院搬送 89 件） 

 



 

 

 

6．救急救命士による救命処置実施状況 

  
電気シ

ョック 

気管 

挿管 

ｺﾝﾋﾞﾁｭｰﾌﾞ・LT に

よる気道確保 

血糖

測定 
静脈路確保 薬剤投与 

令和 3年   

上半期 
2 件 15 件 0 件 13 件 

21 件 

（心停止後 14 件） 

（心停止前 7件） 

14 件 

（アドレナリン 13件） 

（ブドウ糖    1件） 

令和 2年   

上半期 
0 件 11 件 2 件 13 件 

28 件 

（心停止後 12 件） 

（心停止前 6件） 

12 件 

（アドレナリン 12件） 

（ブドウ糖      0 件） 

 
7．救急講習受講状況 

  実施回数 新規講習 再講習 総数 

普通救命講習 1 回 12 人 30 人 42 人 

救命入門コース 0 回     0 人 

一般講習 1 回     9 人 

 
8．心肺停止傷病者数及びバイスタンダーによる心肺蘇生実施状況 

  令和 3年上半期 令和 2年上半期 前年対比 

心肺停止患者 21 名 19 名 2 名（10.5％増） 

バイスタンダーCPR 有 15 件 14 件 1 件（7.1％増） 

心肺停止患者に対する、バイ

スタンダーCPR 実施比率 
71.4% 73.7% 2.3％減 

 


